
 
 

 

 

 

 

 

 

横綱宮城山が生まれた家と力士としての

功績は、今も五代町に残されています。詳し

くは、「山目村の誇り・横綱宮城山福松」で検

索してみてください。 

さて、かつて所々の学校には本校のような

相撲場があったようです。今も使われている

学校もあります。しかし、土を押し固めた土

俵は、雨や風に弱く、野外で土俵を保つこと

はとても難しいものでした。 

本校の相撲場は、地元新聞社の支援を受け

て一度は改修されていますが、残念ながら今

は残っていません。 

 

 

 

 

 

いよいよ来週水曜から、夏休みが始まります。 

児童会スローガンのように、「自分から」チャレンジ

する夏休みにしてほしいと思います。 

小さなことでも、お子さんが自分から挑戦したこと、

努力したことを認め、ほめることが、やる気と自信につ

ながります。よろしくお願いします。 

◆祝 150周年◆ 
 

 

 

 

本校の校庭には、かつて相撲場が 

ありました。創立 100周年の翌年 

昭和 51年（1976）校庭西側に 

相撲場が完成しました。 

下の写真は相撲場の落成式（完成 

祝いと安全をお祈りする式）の様子です。土俵

の上には神棚がつくられ、神主さんがいます。         

そして、よく見ると、 

神主さんの左側に写真が 

飾られています。明治 28 

年（1895）、山目五代で 

生まれ育った第 29代横 

綱の宮城山福松（みやぎや 

まふくまつ）さんです。地 

元出身のヒーローにちな 

んだ相撲場なのですね。 

【児童朝会 夏休みのスローガンを確認】 

苦手なところ（学習）にチャレンジ 

早寝 早起きにチャレンジ 

60 運動にチャレンジ 
 

【相撲場落成式 昭和 51年７月 28日】 【昭和 51年度の校地図】 

【力士と児童の相撲】 


